























In der Arbeit Ozu im Bd. XII, 1935, Ht. 6, Zeilen 15 und 
16 von unten auf Seite 1-480 sollen die Buchstaben II und III 

















下ヨリ 4行 椴察サレガ 観察サレルヵ・
上ヨリ17行 叉ハ l¥lilchノ、 又 Milchノ、
下ヨリ 4行 過 ギズ。結節 過ギズ，結節
下ョリ 5行 外骨腫大腿骨 外骨l昆， 大腿骨
下ョリ 3行 骨萎縮透明像 骨萎縮，透明像
下ヨ '.I5行 ｜ レ検診 レ線検診




HI~腔内瀦滑血液ノ運命ニ就テ・H ・H ・ ·····・H・－－…...・H・－……...・H・－－－五郎川 1E 己（ 1 ) 
JI何目安手術後ノ感染及ビ其ノ7象防ニ閥スル寅験的例筑（第2間報背）
同胸1~r ノ胸腔感染＝及ボス影響…・・，H・H・－………・…H ・H・...・ H・向 井 東 一(17)
崎容反際Lイムベヂン可見象（第三報）








閥係＝就テ…...・H ・...・ H ・－－…...・H ・－－…；..・H ・H ・...・H ・－－…...・ H ・－－麻生
血栓及ビ栓塞技生ニ閥スル腸線及ビ車i~糸結紫 ノ差異ニ就テ……
»J~i削泉ノ内分脳機能＝ J/tテ
( I ) ；耳下腺並ピ＝顎下IJ泉軍樹射出J'至結紫ガ糖：新陳代謝ニ
及ボス；~~響ニ就テ・・・・…・・……・・・…・…・・ ・・・ ・…・・・・・・…・・・・1楚



























胸臆感染ノ外科J型的議防法ノ殺果ニ就キテ・ H ・H ・－－…・・・・・・……浅 井 東 一（427)
胸膜癒着生成＝閥スル寅験的wr究
胸膜外Lパラフイン「ヲ1:1員法ニヨツテ胸膜癒着ヲ
招来シ得ルヤ？ ……………...・H ・－－…….........・H ・－－……………五郎川正己（465)
増容反隠しイムベヂン寸現象（第6報）








閥i系エ1沈テ・ H ・H ・...・ H ・...・H ・...・H ・－－…......・H ・...・ H ・・・・・・・.....麻 生






皮下結締織及ビ躯幹筋ニ就テ ノ貨店食料；巣・・・……………………古 同 久 士（.574)
Locus minoris resi~tentiac ノ研究（第 2 報）





























就テノ :2,3ノ：考察・…・ ， (862) 
犬ノ食道及ピ胃噴門部ノ淋巴管，就中共医劃性淋巴結節＝就テ ” (878) 
成熟季丸ノ同種他家移植ト網欣織内被細胞系統填塞ノ影響
I）墨汁並ビニ朱汁注入ノ場合・H ・H ・・・・H ・－…H ・H ・...・H ・－渇 1'1 芳 登（951)
人鰭淋巴肉腫ノしイムベヂン1ヲ破却シテ試験管内最大喰菌子ヲ
得ベキ好適煮沸時間 ノ研究...・H ・－－……・…H ・H ・..・H ・－…H ・H ・－－大 隈 義 朗 (968) 
皮膚管ヲ利用スル腹部，i嵩！江門出世＝就テ・H ・H ・－－一...・H ・－－…信 岡 f車 (971) 
， 
輸尿管ノ！跨耽内移植エ就テノ貫験
第1報移植後10日迄ノモノ・…・・……－－－……………………回 淵 ヨ壬 (989) 
第2報移捕後20日前後ノモノ ” (1005) 
肺炎隻球菌Lアナワクチン寸ノ免疫製的研究
第1報肺炎隻球菌」アナワクチン寸ノ毒力ニ就テ 特＝ソノ
生・煮雨」アナワクチン1ノ毒力ノ比較・H ・H ・－－………横 同 冴’士ミ， IE (1014) 
第H投流血中封黄色葡萄欣球菌現象促進能働力ヲ指標トセル
肺炎聾球的」アナワクFン寸中ノ Lイムベヂン 1ノ立読 ， (102乃）
j;j＇~ 3報最大喰菌作用促進＝必要ナル好適煮沸時間ノ確定 II (1037) 
第4報抗腸しチフス寸菌凝集素産生ニ及ボス肺炎艶球菌
生・煮しアナワクヂン lノ影響……・ II (10-17) 
第5報特殊自動免疫ノ獲得ヲ指標トセル肺炎饗球菌
Lアナワクチン寸原・煮雨免疫j己ノ差別・・・・・・ II (1065) 
EL-TOR菌ニ於ケyレLイムベヂン1 ノ研究・・
第1報 EL-TOR一菌モ亦タLイムペヂン寸ヲ産生スルヤ…… R’ (1083) 
第2報 Lイムベヂン「破却ノ；好適煮沸時間ニ就テ….・H ・－ II (1094) 
第3報基液煮沸しワクチン1ト原Lワクチン寸 トノ
特殊凝集素産生程度 ノ比較 …・… ， (1104) 
第4報 EL-TOR菌Lコクチゲン「及ビ‘同しワクチン寸ノ同一
毒カノ下＝於ケル特殊凝集素産生能働力ノ比較 … " (1119) 
第5報 EL-TOR菌肉汁培養ニ於ケルしイムベヂン寸ノH今日未 II (13f.i) 
第6報 1遡間肉汁培養EL-TOR前ノLイムペチン1ヲ










!j!tテ…………・ H ・H ・－－….・H ・－－………………...・ H ・－－…・H ・H ・－・…古
人鴨什折治癒経過中ニ於ケル血清l"J及ビl県中 Ca:.If~ ピニ P 含有量ノ
i内長＝就テ……...・H ・－－………...・H ・－－….....・...…………………明l























第6械 ！場ー しチフス1繭Lコクチゲン ＇:Z.5:lモ及ビ3.75詫ヲ含有スJI.-
1ik・ 










み’Vi、!ti. IJ身Lチフ ス寸歯Lコクチヂン＇•l;};·iHJ.t, 及 ピ· 11瓦貼l'M ト静脈内ii＇.射
1.山花トニヨル三者ノ耐乏J佐作料度ノ決定ニ就テ



































現象…・…・・……...・H ・－…..・H ・－－…...・H ・－…..・a・…...・H ・－－……篠田 正芳




l'f~ 3 "if!( しアナワクヂンリう主しアナコクチゲン1ヲ以テセル署長兎川：丸
自動尭吃獲q~｝.限度ノ相違 ...・H ・ . .. ..・H ・－…. ..・H・－… II (1 l¥:!(i) 
" (1587) 
I 
）???? ? ?． ， ???， ， 、
第4、j世 ~（＇.疫ノ特殊性＝＝－!t.テ・H ・H ・－－……...・H ・－・…...・H ・－－－ " (1¥ti:_>) 
溶血性連鎖蹴球的ヨリf＇.｝タ yレ各f.i免疫元軟’i"；ア以テセル皮府同所
免疫ノ研究……………………………………...・H ・－－…...・H ・－・…篠 田 i i~ 芳
第1報 Lアナワクチンー i；.えピLワクチン「生・煮閥抗原 ノ免疫元性
能働力ノ比較……－…・・・・・H ・－－－－……・….・H ・－…… F’ (1同0)
第2械抗原合有軟官貼月jー ヨル局所r!ZJr守ニ産生セラレタ Pレ催喰尚’円：
物質ハLオプソ＝ン1ナリ ヤ ・
第3'fH. L 7’ナワクチン1生・汽： 1'1~抗！！日ノ能｛T,11 f比較………・
第4淑しアナコ クチヂン＇1i欠背ノ最大免疫能力ニ枕テ……
開胸手術ノ赤1恥球沈降建！主ニ及ボス影響ニ就テノ貰験的
.fif究・H ・H ・－－………………...・H ・－－……………・H ・H ・....・H ・－－……J長崎－ ）~＇ ¥,!'-(1109) 
” (HiXli1 ， ??｝?? ?（ー?
" I 1 Ii刊行）
輪尿恰；ノ勝目的有移十1（（エ就テノ貰験（第H説）…－…...・H ・・……・・Il ilr:l 
白色葡街JI¥球菌Lコクチゲン1軟・Yi；ヲ：24時間貼附セラ レタリ シ皮！内局所＝
於ケル Lucusminoris resistentiaeノ感染免疫期間 ノ吟味 ……古 岡 久 士 (17.J乃l
臨床及ビ臨床講義
：ヂ (17:.>9・
腹膜結緩症ノ外科的療法＝就テ……………………・H ・H ・－－……市 谷 軍 治 （338)
6 
碕有ナル肝臓皮下破裂ノ 1i＇台店街……－……・・…………...・H ・－－…演
腔骨反張＝就チ…・・・・・・・・・・H ・..・H ・・……・……………....・H ・－－摩
パンチ氏病ノ 1例..・H ・H ・H ・－－－－－－－…… ・・……....・H ・・H ・H ・－－…高
腔骨反張＝就テ（承両日）.・a・－・…….....・H ・－－－…・…・…・・・・・・H ・－－…摩・
特護性綿轍謄管臆張症ノ 1;t;IC！~例・……・・…・・・… ・…・ ・… ・ . . . .・ H・臨
潰場性胃痛＝就テノ 1考察...・H ・－－……..・H ・・・・・ .・…...・H ・－富










：.川A" 1、‘ 郎「1:!Oil l 
貢 (1J-t月j
勤 (1758)
謄道炎ヲ件へFレ謄石症ー ……・….....・H ・－－…...・H ・－－－…..・H ・－碕部応 右衛門 11)73)
皮府肉腫 ~arcoma cutis………...・H ・－－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．鳥 i.~j 隆 三（675) 
痛•［＇ 七字L腺炎：＼Iasti
直脇．癌 :¥fastdar『nkr巴bse ............. …・…・ …・・・・日 間 隆 三 f1:2131 
腎臓結核（Nierentuberculose）………・………・…・・・…………磁部 喜右衛門 (17li(i)
臨床診断ト手術所見
廻両部｛目性本lj;fミ1U］重ノ1例・…・・…..・H ・－－…・…・・…・・・..・H ・..fr 本
Lヘルニヤ寸手術後ニ来レル慢性腹壁使結 ..・H ・－－………・・…長
l!ygromヲ思ハシメ タル肩牌闘節部種溜...・H ・－－……...・a・－－－…高
混臆様骨結緩…・...・H ・..・ H ・－－……・…・……...........……・…・・盛
庇汎ナル1）、腸捻樽症ノ臨床的診断＝枕テ ・..・H ・..・H ・...・H ・－－字
結核性腔鞘炎ノ 1例……………一……，H ・H ・－－…・・・H ・H ・－－…・・・字
特褒性批痘ノ 1異例・...・ H ・－…・・…・・・…・…...........…....・H ・－山
皮下腸竹損傷ノ X線早期診断ニ撃すスル1提案・…・・・……・・・…・…生
外傷ニ閥聯セル腹部腫蕩...・H ・...・H ・－・…’H ・H ・－一………・…・・聞
大網膜淋巴腺結核ノ 1例・…・，H ・H ・－，．…・ H ・H ・－－……………高
Lイレウス勺ノ 1異例…...・ H ・－－……・ ・…………………………・・Ill
f. ,'i緩件｛~I）皐丸炎 ト誤ラレタル血臆 ………………………………同
謄｛j症ノ手術ニ就テ……....・ H ・－…・…・…－－－……...・H ・－－…吉
興味アル腹部腫嬬…・・……・……………. ..・ H・－－….. . .. ・H・－…・ ・ •'i':'.
腸重積症ノ 1秒I］・…ー ……・…...・ H ・－－・…一一……一…………・mr
珍稀ナル胃腫蕩 ………..・H ・－……...・H ・－… …・…….・H ・－…山
高度ノ腹水ヲ｛宇へル初期幽門前；……......・ H ・H ・－…...・H ・－山
































腸間膜淋巴腺結按ト誤ラレタル1引＇J品様突起炎・・・…・・・………mr 同 法 雄 (1773)
臨床演や談
Hygrorn ニ就テ ………...・H ・－－……………………・・・・...・H ・－－…井
肋骨々髄炎ノ 1例…・……・・…－…...・H ・－…..・H ・－…H ・H ・－－…大
腸間膜肉腫ノ 1例....・H ・...・H ・・H ・H ・...・H ・..・H ・－－…H ・H ・－－摩
Sigma elong九tummobileノ手術治験例 ..・H ・..・H ・..・H ・H ・H ・－富
外傷性十二指腸皮下破裂症例 （附）急性腹膜炎＝際シテfli現スル
尿中大腸菌ノ臨床診断接的意義………...・H ・－－…………..・H ・－盛
打撲ニ因ル鼠践脱腸腸‘管破裂ノ 1例＝就テ H ・H ・－………H ・H ・竹





外傷性上皮嚢腫2例...・H ・－－…......・H ・－－…………………・H ・H ・－武
同名側字盲症ヲ伴ヘル脂疾患ノ 3例...・H ・－－……H ・H ・..・H ・－－荒
胃及ビ育腸＝現ハレタル多裂性癌ノ 1例…・・・….....・ H ・－……・・矛i
1%有ナル空腸狭窄ノ 1例 ………...・ H ・－…………………・…・…佐
腎疾患＝因スル Derangementinteine ......………………………佐
淋疾性直腸狭窄症・...・H ・..・H ・－…・ H ・H ・－－…・・・・－……...・H ・－－…房
骨好ノ非観血的療法＝就テ…一…・・…H ・H ・..・H ・－－……・…・・吉
小脳脳橋隅角部＝向ツテ増殖セル小脳」グリオーム 1ノ171］…荒
I白下垂韓腫蕩別出例 …….・H ・－…..・H ・..・H ・....・H ・...・H ・－吉
外科的直腸疾患X線検費方法ノ 1考察…－－－－…－…－………・…・・庄
念1：腹膜炎ニ封スyレ Enterostomie,Enterosvgmoideostornie -
就テ・H ・H ・－…..・H ・－…..・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・－－……………壊
幸運ナル経過ヲ取リツ、アル輔移性栓塞性静脈炎・……… …弘
留弾＝闘スル研究補遺 ・H ・H ・...・H ・.・H ・.・H ・－ …・…H ・H ・－…・根
薦骨結按ヨリセル寒a間島蕩ノ 1例...・H ・...・H ・－…・・ ・…..・H ・鈴
潰欄性口内炎ノ 1治験例・H ・H ・...・H ・....・H ・－－………...・H ・－・野
口 洋 (3ちろ）
U1 隣 (355) 
雄 (356) 




野， 柴 之 (358) 
内 エ欠 艮日 (359) 
同 ←ト 長E (677) 
井 亮 一 (677) 
野， 充（678)
島猪三夫 (678) 
禰 コ脅ヨZ ク1 (679) 
H1 貫 彦 (680) 
木 千 里 !921) 
野琢 一郎 (925) 
ノー 木 義 孝 (926) 
k 木義孝 on1> 
岡 隆 一 (929) 
五品百r 嬬 員！J (930) 
木 千 畏 (1219)
f:H 久 と (1220)
UI 省 三 （1222)
原 仲 光 (1223)
重 充 (1223)
岸喜代助 (1224)




Cvstice1cu当 celulusae ノ1仔1］・H ・H ・－－－－－………....・H ・...・H ・－…官
細r'.Mぷぷニヨル心臓r,1;c停・
呉犠ナル~）隊突起炎ト共ノ X お.jH象………・H・H ・.....・H・－－…・・・…氷
手術1庭世lシテノしアリロ 1F'・J悩納川用 J 
円扮i穿孔ノ 1例…・….....・H ・－…..・H ・－………・...・H ・－…・…・・…上
幼児副部混合IJ車ノ 1例……………………………….....・H ・－－…松
晶様突起炎ト誤ラレタ FレLアスカリアージス1 ……・…，H・H・ ····~II 
小腸誰説Hilノ1例……・……一……………………・・……・・……字
腎臓肉腫ノ 1例・ H ・H ・－－…………・……………・……・・………言；
トE犬ナFレ雨側腎臓I重蕩・・・・・・・H ・－－－ ……・・・…………....・H ・－－－－生
手術方法J研究
出i度ノ脇膨満ヲ1tヘル腸閉泉症＝針スルiFi41.~)j盆，.…...・H ・－－…約
骨縫合ヨ例 ・H ・H ・－－…...・H ・..・H ・－－………...・H ・－…・....・H ・－－杭
骨縫合補遺…………－－－…...・H ・...・H ・－－…………・・…… ..・;tit[ 
{'i年者＝来レFレ怖fγ告が'l°i腫／ 1例………υ ・…・H ・H ・－－…・・…….>'it
n潰蕩穿孔2伊いJ与ノ手術方針＝就テ…・…・……....・ H ・－－－ 高
Bohler氏背惟骨折療法ノ 1粧験……・・・…・・……・H ・H ・...・H ・・7]'(
I lacker 氏胃腸吻合術後ノ不快ナル経験… …….・H ・－…・・柄
念性陣峨炎・…・・・…....・...…..・ H ・－－－…….....・ H ・－……・・…・…町
骨テ部分的瞬置術ヲ施サ Lクリシ廻盲部上行結腸ニ起リタル
-,li:：積fi:.……・…・・・・・・・・・・・H ・－－－…・・……...・H ・..・H ・－……………・・Il 
撃 曾








































fr{~究（共ノ他臼編） ・H・H ・－－ …...・H ・－－……...・H ・....・H ・－…・……・・…………・…・・一一 (;:7K1 
1潟村HYト科県内 川護判関n~t'i腸Nii ノ手術例（共ノ他17編） …....・H・－………………… (700) 
節約同近畿外科.f＇~l台工揚ニ於ケル外傷ノ統計的視察 （共ノ他34編） ………. .. ・H ・.. (128]) 
.i:[~ －W同近畿外科身具合（承前）胃山細胞 ノ微細締法ニ就テ（共ノ他30編）..・ H ・－－－－….. (137~ ） 
~Wl悶満洲外科験合 ・3・ JL悪性腫蕩ノキ体jk式ニ ~t:tテ （其ノ他18編） ・H ・H・－ －……… (1781)
講演
組織培養法ニ就テ・H ・H ・－－…...・H ・...・H ・－－…・・・・・・ H ・..・H ・H ・H ・－木












日光療法…………...・H ・－－……・・・……・・・…・・・…...・ H ・－－…，....・ H ・.・f: 屋 準 - 13G2) 
小児外科ノ特質……………………・・……………....・H ・..・H ・－・由 茅二五四 11)8/) 
外国文献
一般
Grashey ニ依ル X線透N見手術＝就テ ， ．．・ー・・ー ・ー・ー・・・・ 司 － ー （L. Driiner) ( 405) 
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